
＜９月補正予算（案）の概要＞

令和２年度宮津市９月補正予算(案)の概要

■一般会計 ： 新型コロナウイルス感染症対策として、低所得の子育て世帯への生活応援給付金等の「子育て支援・教

育環境充実対策」、公共交通事業者への支援を行う「経営支援・経済回復対策」、障害福祉施設等の

「感染防止対策」、新しい働き方に向けた環境づくり等の「新たな生活様式への対応」を行うほか、幼

稚園給食の導入に向けた整備等や京都府の「子育てにやさしいまちづくりモデル事業」の採択に伴う事

業、国府支出金等の精算、人件費等の整理などを行うもの。

■特別会計等： 国府支出金の精算等(国保･介保特会)、人件費等の整理(国保･介保、水道事会･下水事会)等を行うもの。

伸 率 R元(9月補正後)

        千円       千円         千円 ％         千円

13,504,406 128,215 13,632,621 △1.1 13,783,168 

国 民 健 康 保 険 事 業 2,193,663 21,150 2,214,813 0.4 2,207,017 

介 護 保 険 事 業 2,916,321 78,889 2,995,210 1.1 2,961,616 

そ の 他 589,037 589,037 △69.9 1,959,197 

計 5,699,021 100,039 5,799,060 △18.6 7,127,830 

水 道 事 業 1,268,472 △17,471 1,251,001 10.0 1,136,782 

下 水 道 事 業 1,800,930 △9,982 1,790,948 皆増

計 3,069,402 △27,453 3,041,949 167.6 1,136,782 

22,272,829 200,801 22,473,630 1.9 22,047,780 

補正前予算額 補正予算額 計

合 計

公営
企業
会計

一 般 会 計

特別
会計

対 前 年 同 期 比
会 計
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　令和２年度一般会計歳入歳出補正予算【９月補正・第７号】

　歳　　入 (単位：千円) 　歳　　出 (単位：千円) 

区　分 補正前の 補正後の 区　分 補正前の 補正後の

 　款 予 算 額 予 算 額  　款 予 算 額 予 算 額

1 市 税 2,542,716 2,542,716 1 議 会 費 125,781 9,795 135,576 人件費補正

2 地 方 譲 与 税 82,100 82,100 2 総 務 費 1,722,966 100,269 1,823,235
シティプロモーション事業　6,000
”新しい働き方”テレワーク環境整備事業　900
公共交通事業者支援事業　49,551　ほか

3 利 子 割 交 付 金 2,100 2,100 3 民 生 費 5,075,626 37,727 5,113,353
地域子育て支援事業　1,000
子育て世帯生活応援給付金　5,000
特別会計繰出金　7,883　ほか

4 配 当 割 交 付 金 12,600 12,600 4 衛 生 費 1,427,621 5,299 1,432,920
新型コロナウイルス感染拡大防止事業　3,803
人件費補正　ほか

5 株式等譲渡所得割交付金 6,600 6,600 5 労 働 費 2,985 2,985

6 法 人 事 業 税 交 付 金 7,900 7,900 6 農林水産業費 377,732 △ 7,681 370,051 人件費補正

7 地 方 消 費 税 交 付 金 424,800 424,800 7 商 工 費 385,472 18,248 403,720
魅力ある観光地づくり支援事業　7,624
人件費補正　ほか

8 ゴルフ場利用税交付金 7,000 7,000 8 土 木 費 1,347,913 △ 73,927 1,273,986
下水道事業会計繰出金　▲72,800
人件費補正

9 環 境 性 能 割 交 付 金 12,200 12,200 9 消 防 費 440,606 5,446 446,052
消防団運営事業　3,757
人件費補正

10 地 方 特 例 交 付 金 4,600 7,517 12,117 地方特例交付金 10 教 育 費 1,198,204 32,505 1,230,709
与謝野町宮津市中学校組合分担金　8,828
学校給食運営事業　28,300　ほか

11 地 方 交 付 税 3,860,000 △ 17,193 3,842,807 普通交付税 11 災 害 復 旧 費 101,000 101,000

12 交通安全対策特別交付金 2,400 2,400 12 公 債 費 1,290,426 1,290,426

13 分 担 金 及 び 負 担 金 98,985 △ 219 98,766 放課後児童健全育成事業利用者負担金 13 予 備 費 8,074 534 8,608

14 使 用 料 及 び 手 数 料 284,448 284,448 13,504,406 128,215 13,632,621

15 国 庫 支 出 金 3,305,894 85,180 3,391,074
地方創生臨時交付金　80,484
社会保障・税番号制度構築事業費補助金　4,997
子ども・子育て支援交付金　2,416　ほか

16 府 支 出 金 955,569 30,579 986,148
子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金　26,079
移住促進事業費補助金　3,700　ほか

17 財 産 収 入 58,354 58,354

18 寄 附 金 121,000 121,000

19 繰 入 金 188,623 △ 8,476 180,147
財政調整基金繰入金　▲7,000
まちづくり基金繰入金　▲1,900
観光振興基金繰入金　424

20 繰 越 金 1 1 （純繰越金　68,806）

21 諸 収 入 163,827 6,300 170,127
消防団員退職報償費給付金　7,934
スポーツ振興くじ助成金　▲1,634

22 市 債 1,362,689 24,527 1,387,216
建設事業債　22,300
臨時財政対策債　2,227

13,504,406 128,215 13,632,621

補　正
予算額

備　　　考

歳　 出　 合　 計

歳　　入　　合　　計

補　正
予算額

備　　　考
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一般財源

■子育て支援・教育環境充実対策

国 3,120

府 704

分負 △ 219

■ 経営支援・経済回復対策

■感染防止対策

2,091
国 599

0
◆福祉施設の感染防止対策強化
　・障害者福祉施設の感染防止物品の購入支援　797千円
　・介護施設の感染防止設備の導入支援　　　1,294千円

社会福祉課
府 1,492

国 2,182 0

◆放課後児童クラブの感染防止対策強化
　・感染防止物品の購入　1,712千円
◆与謝野町宮津市中学校組合への分担金の追加
　・感染防止物品の購入等への分担金　470千円

学校教育課2,182

5
充
実

福祉施設の感染防止対策の強化
（新型コロナウイルス感染拡大防止
　事業）

610 35,189

再掲
充
実

子どものための感染防止対策の強化
（新型コロナウイルス感染拡大防止事業
　与謝野町宮津市中学校組合分担金）

610
(21,886)

35,189
(23,685)

4
新
規

公共交通事業者への支援
（公共交通事業者支援事業）

－ － 49,551

国 8,828 0
◆橋立中学校における1人1台ICT端末整備等の推進や
　感染防止対策の強化等に伴う組合分担金の追加
　8,828千円

学校教育課8,8283
充
実

与謝野町宮津市中学校組合分担金
一

(21,886)
一

(23,685)

2
充
実

子どものための感染防止対策の強化
（のびのび放課後クラブ事業、新型コロ
　ナウイルス感染拡大防止事業）

2,040
(59,116)

35,189
(36,599)

3,605 0
◆放課後児童クラブの特別開所及び感染防止対策強化
　・臨時休校中の特別開設に係る経費　1,893千円
　・感染防止物品の購入　　　　　　　1,712千円

学校教育課

5,000 国 5,000 0

◆低所得の子育て世帯への給付金　　5,000千円
　・対象世帯　0歳から18歳までの子どものいる住民税
　　　　　　　非課税世帯
　・給付金額　対象児童1人あたり2万円

社会福祉課

国 5,000 0

1
新
規

子育て世帯生活応援給付金事業 － －

新型コロナウイルス感染症対策給付金事業 － 1,830,900 5,000

49,551 0

◆公共交通事業者への事業継続支援
　・鉄道事業者支援(WILLER TRAINS㈱)　18,540千円
　・タクシー事業者支援　　　　　　　　　  1,500千円
◆ＫＴＲの利用促進等に対する支援　29,511千円
　【繰越明許費の設定　29,511千円】
　・観光列車の改良、車内券売機の導入等

企画課国

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源

令和２年度　宮津市9月補正予算(案)　主要事業の概要

　※事業の番号に○がついているものは、「令和2年度9月補正予算　事業等説明資料」での説明があるもの。

■ 新型コロナウィルス感染症対策
（単位：千円）

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

今回補正額
財　　源　　内　　訳
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一般財源

■ 新しい生活様式への対応

　■一般会計に係る補正（新型コロナウィルス感染症対策以外）

一般財源

■未来を育む「教育と子育て支援」の充実

11
充
実

子育てしやすい環境づくりの推進
（男女共同参画推進事業）

362 463 500 府 333 167
◆子育てにやさしい「職場づくり」の展開に向けた取組み
　・ワークライフバランス講演会の開催　500千円

市民課

12
充
実

子育ての輪づくり支援
（地域子育て支援事業）

14,458 16,418 1,000 府 666 334
◆子育ての輪づくり支援　1,000千円
　・子育て世帯の交流促進・人材育成　　500千円
　・SNS等を活用した子育て情報の発信  500千円

社会福祉課

府 21,080

繰入 △ 1,900

学校教育課

13 既決予算における財源充当 － － 0 △ 19,180

再掲
幼稚園給食の導入に向けて
（学校給食運営事業）

－ 1,500 6,000 府

◆既決予算における財源充当
企画課

学校教育課
社会教育課

充
実

10 子育てにやさしいまちづくりモデル事業 7,500

4,000 2,000 ◆幼稚園給食開始に向けた備品の購入　6,000千円

◆令和3年度からの幼稚園給食開始に向けた配膳室整備等
　・給食配膳室等の整備 　22,300千円
　・給食用備品の購入　　　6,000千円

学校教育課
市債 22,300

財　　源　　内　　訳
事　　業　　の　　概　　要 課　名

特定財源

府 26,079

△ 16,679
◆京都府の「子育てにやさしいまちづくりモデル事業」
　の採択に伴う補正（交付決定額：26,079千円）

繰入 △ 1,900

9
充
実

幼稚園給食の導入に向けて
（学校給食運営事業）

－ 1,500 28,300
府 4,000

2,000

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

予　算　額

（単位：千円）

国 9,300 0

◆行政情報のデジタル化の推進　9,300千円
　・地図情報システム（農地）の整備及び庁内での共有
　・今後の活用：地図データの共有化により、他事業の
　　　　　　　　地図情報の活用につなげる

税務・国保課9,3008
充
実

地図情報システムの整備
（賦課徴収事業）

一
(13,788)

一
(9,651)

国 900 0

◆テレワーク環境の整備　900千円
　・Wi-Fi環境、大型モニタ等の整備
　・設置場所　福祉・教育総合プラザ
　　　　　　　（コミュニティルーム）

企画課7
新
規

「新しい働き方」に向けた環境づくり
（”新しい働き方”テレワーク環境整備
　事業）

－ － 900

6,000 国 6,000 0
◆情報発信力の強化　6,000千円
　【繰越明許費の設定　6,000千円】
　・地域の魅力発信に向けたデジタルコンテンツの充実

企画課6
充
実

地域の魅力発信力の強化
（シティプロモーション事業）

－ 一
(10,000)

（単位：千円）

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

今回補正額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源
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一般財源

■「安全・安心で健やかな」暮らしの実現

■「関係人口創出」を核とする移住・定住対策

■観光を基軸とした産業振興

■暮らしの基盤の整備

■その他(Ｒ元国府支出金等の精算・R2人事異動等に伴う整理補正等

（単位：千円）

◆由良地区の公共交通空白地有償運送の開始　815千円
　・由良有償運送運営協議会への支援
◆栗田地区のタクシー輸送サービス(200円タクシー)の
　開始　585千円
　・タクシー運行業務の委託

企画課

◆消防団員の退職報奨金の追加　7,934千円
　　当初13,000千円　⇒　20,934千円
◆新型コロナに係る既決予算事業の中止　▲4,177千円
　　操法大会の中止に伴うもの

消防防災課

◆令和元年度の入湯税の決算に基づく観光振興交付金
　の追加　424千円
◆地域おこし協力隊の配置に伴うもの　7,200千円
　・天橋立アクティビティセンター　2名配置

1,400

諸 7,934 △ 4,177

7,200

税務・国保課
社会福祉課
健康・介護課

商工観光課

商工観光課

19 消防団運営事業 33,788 46,163 3,757

7,624 繰入 42417 魅力ある観光地づくり支援事業 46,514 45,465

18 戸籍住民基本台帳管理運営事業 20,599

14
充
実

公共交通空白地有償運送支援事業 740 8,306 1,400

849
◆令和元年度の入湯税の決算に基づく積立金の追加
　849千円
　・原資積立額　31,299千円(当初予算　30,450千円)

16 観光振興基金積立金 25,952 30,451 849

市民課38,883 4,997 国 4,997 0
◆マイナンバー制度に係るシステム改修　4,997千円
　・国外転出者のマイナンバーカードの継続利用等を可能
　　とするための戸籍附表システムの改修

△ 35
◆R元年度中の受入が少なかった福祉関係の国庫支出金
　の追加交付　35千円

社会福祉課
健康・介護課

40,009
◆R元年度中に多く受け入れた医療・福祉関係の国府
　支出金等の返還　40,009千円20 国府支出金等返還金 14,673 － 40,009

国 3521
国府支出金精算交付関係
（児童扶養手当負担金、未熟児養育医療
　給付費負担金）

－ － #REF!

◆定住支援空家等改修補助金の追加等
　・空家改修補助（市単独）の減額　▲3,000千円
　・空家改修補助（府補助）の追加　　7,400千円

企画課

地域生活を支える交通対策

15
魅力あるまち”みやづ”にＵＩＪターン推
進事業

12,835 15,377 4,400 府 3,700 700

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

今回補正額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源

歳入補正

予算
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一般財源

国際交流推進事業 684 364 △ 265 △ 265 ◆デルレイビーチ、ネルソン訪問団の中止　▲265千円 総務課

消防団運営事業（再掲） 33,788 46,163 △ 4,177 △ 4,177 ◆操法大会の中止　▲4,177千円 消防防災課

天橋立健康ウォーク開催補助事業 1,900 1,900 △ 1,900 諸 △ 1,634 △ 266 ◆天橋立ツーデーウォークの中止　▲1,900千円 健康・介護課

宮津燈籠流し花火大会補助事業 6,000 6,000 △ 6,000 国 △ 3,000 △ 3,000 ◆宮津燈籠流し花火大会の中止　▲6,000千円 商工観光課

丹後きものまつりin天橋立補助事業 300 300 △ 300 国 △ 150 △ 150 ◆丹後きものまつりin天橋立の中止　▲150千円 商工観光課

東京2020オリンピック・パラリン
ピック聖火リレー事業

－ 5,250 △ 3,930 府 △ 1,396 △ 2,534 ◆聖火リレーの中止　▲3,930千円 社会教育課

（単位：千円）

△ 6,180 △ 10,392

財政課24 財政調整基金積立金 1 1

25 新型コロナに係る既決予算の減額 42,672 59,977 △ 16,572

4,000 4,000
◆財政調整基金の積立　4,000千円
　新型コロナに係る既決予算の減額相当額の積立
　※（歳入）財政調整基金繰入金　▲7,000（補正後0）

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

今回補正額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源

296,196 313,573 2,872

20,068

税務・国保課

23 職員人件費関係（一般会計分） 2,023,315 1,984,747

22

総務課20,068
◆特別職人件費　36千円
◆一般職人件費(定期人事異動等)　10,416千円
◆会計年度任用職員人件費(欠員補充対応等)　9,616千円

2,872
◆R元年度中に支払った負担金の精算に伴う追加負担金
　2,872千円

京都府後期高齢者医療広域連合負担金

－ 6 －



　■特別会計･事業会計に係る補正

一般財源

国府 △ 618

繰入 2,288

繰越 74,464
その他 2,755

◆人件費補正　▲9,970千円
◆歳入補正（資本費平準化債の発行可能額の増に伴う
　企業債及び一般会計からの繰入金の整理）　など

上下水道課

（単位：千円）

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源

事　　　業　　　名
令和元年度
決　算　額

令和２年度
既決予算額

今回補正額
財　　源　　内　　訳

上下水道課

特４ 下水道事業会計 － 1,800,930 △ 9,982

特３ 水道事業会計 993,684 1,268,472 △ 17,471
◆人件費補正　▲17,248千円
◆歳入補正（前年度一般会計からの繰入金の精算）
　203千円　など

0
◆人件費補正　5,632千円
◆保険税還付金の追加　2,000千円
◆基金への積立　 13,000千円　など

税務・国保課21,150
繰入

繰越 15,555

5,595

78,889 0
◆人件費補正　1,360千円
◆R元受入れ国府支出金の返還　21,768千円
◆基金への積立　20,000千円　など

健康・介護課特２ 介護保険事業特別会計 2,880,156 2,916,321

特１ 国民健康保険事業特別会計 2,162,626 2,193,663

－ 7 －



（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

5,000 0

国 5,000

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

期　待
される
効果等

担当部署 1

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
新型コロナウイルス感染症対策給付金事業
（子育て世帯生活応援給付金事業）

新規 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

・R2.4:緊急事態宣言が全国へ拡大、4～5月に学校等の臨時休校を実施
・R2.6:子育て世帯臨時特別給付金を支給（児童手当（本則給付）受給世帯が対象）
・R2.8:ひとり親世帯臨時特別給付金を支給（児童扶養手当受給世帯等が対象）
・R2.9:飲食店等応援商品券（子育て世帯加算）を配布予定（全世帯が対象）

5,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

5,000
地方創生臨時交付金

補正理由
及び

目的･目標

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、「新しい生活様式」のもとで子
育てを行う家庭の経済的・精神的負担が増加しており、特に経済的な影響を受けやす
い低所得の子育て世帯についてはその影響が大きいことから、低所得の子育て世帯を
支援するため給付金を支給するもの。

(参考)前年度決算額

─

─

　家計への支援を迅速に行うことにより、新型コロナウイル
ス感染症の流行に伴う市民の経済的負担を軽減する。

健康福祉部　社会福祉課
子育て支援係

 45-1621

事業概要

ビジョン
基本施策 ─■子育て世帯生活応援給付金の支給　5,000千円

　新しい生活様式のもとでの子育て負担の影響が大きい低所得の子育て世帯に対し
て、給付金を支給する。
　
　◇支給対象
　　0歳から18歳（高校生）までの子どものいる住民税非課税世帯（基準日8月1日）
　◇支給額
　　対象児童1人あたり20,000円
　◇給付時期
　　10月から申請受付開始、10月下旬頃から順次給付
　◇対象児童数等
　　対象児童　約250人（約120世帯）

─

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

－ 8 －



（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

49,551 0

国 49,551

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

H26 H27～R6

期　待
される
効果等

担当部署 4

背景･経緯

・Ｒ2.3     新型コロナウイルス感染症の流行による不要不急の移動自粛の動きが広まる
・Ｒ2.4.20　鉄道「丹後あかまつ号」、特急の一部運休
・Ｒ2.4.27　タクシー営業縮小（営業時間:22時まで、稼働台数:約半減）
・Ｒ2.6.19　全国の移動自粛解除
【鉄道】WILLER TRAINS㈱　3月～6月：運輸収入67％減
【タクシー】日本交通㈱宮津営業所　 3月～6月：運送収入52％減

49,551

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
公共交通事業者への支援
（公共交通事業者支援事業）

新規 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

補正理由
及び

目的･目標

　地域の公共交通は、国の緊急事態宣言に伴い全国的な移動自粛措置がとられる中に
おいても、地域の移動手段として機能維持されてきたが、需要減に伴う減収により財
務面での事業存立基盤が揺らいでいる状況から交通事業者へ運行支援するもの。

─

定住促進戦略

49,551
地方創生臨時交付金

■地域鉄道等の安定確保

　[宮津市まち・ひと・しごと創生総合戦略KPI]
　・京都丹後鉄道利用者数　R2：200万人（R1:158万人）

企画財政部　企画課
企画政策係

 45-1664

(参考)前年度決算額

事業概要

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備■交通事業者への事業継続支援　20,040千円

　鉄道、バス、タクシー事業者の安定した輸送サービスの確保と利用促進への支援
　○鉄道事業者への支援<WILLER TRAINS㈱> 18,540千円（宮津市負担分）
　　　※京都府、兵庫県及び沿線5市2町協調支援:全体支援額 164,653千円
　〇タクシー事業者への支援<日本交通㈱宮津営業所>　1,500千円
　　　100千円/台×15台＝1,500千円
      ※宮津市独自支援（15台:宮津区域担当台数）
　　　※100千円/台：小規模事業者等事業継続支援金(6月補正)の支給額を準用
　　　　　　　　　　（要件：売上△30％以上）
　〇路線バス事業者への支援<丹後海陸交通㈱>  既決予算対応
　　原則、路線バスは欠損補助となる仕組みの中で、現行制度の生活交通路線維持補助金の
 「概算払い」による運行支援を行う。
　
■京都丹後鉄道の基盤強化及び利用促進への支援(KTRへの支援)  29,511千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【繰越明許費の設定29,511千円】
　強靭な基盤整備による安定運行の確保と、新たな魅力創出による利用促進を図る取り組
みを支援

　※京都府、兵庫県及び沿線5市2町協調支援：全体支援額 240,100千円

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地
域と地域を連携する

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

北近畿タンゴ鉄道沿線地域公共交通網形成計画

実施概要 事業費(千円） 市負担割合(％) 予算額(千円)

特急列車運用のための基盤強化
（マクラギPC化3,000本）

162,000 12.746 20,649

車内補充券発行機の導入
（車発機20台）

60,000 11.26 6,756

観光列車改良等
（車両塗装、防護無線導入など）

18,100 11.64 2,106

－ 9 －



（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

6,000 0

国 6,000

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

期　待
される
効果等

担当部署 6

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
地域の魅力発進力の強化
（シティプロモーション事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

　新型コロナウイルス感染症拡大を背景とした新たな日常に対応するため、Ｒ2.7内
閣府より「地域未来構想20」（感染症にも経済危機にも強い地域をつくるための政策
資料集）において、「都市と地域の両方の良さを活かして働く・楽しむスタイルの開
拓」が今後取り組むことが期待される政策分野として示される。

6,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

16,000
地方創生臨時交付金

補正理由
及び

目的･目標

　３密対策不可避な都市部に対し、自然、歴史、文化など、本市が有する特有の魅力
に係る情報発信を強化し、観光交流人口の増加、関係人口の創出を図り、もって本市
が「生活する場」「働く場」として選ばれるまちを目指す。

(参考)前年度決算額

─

定住促進戦略

・本市の認知度向上、イメージアップ
・シビックプライドの醸成
・移住・定住者に選ばれるまちの構築
・市ホームページ等のコンテンツ充実

企画財政部　企画課
魅力発信係

45-1609

事業概要

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備

■デジタルコンテンツの制作　6,000千円 【繰越明許費の設定 6,000千円】
　Ｗｅｂライターによる写真等を用いたデジタルコンテンツを制作委託し、今年度リ
ニューアルする市ホームページやＳＮＳ（Facebook、Twitterなど）で発信する。

　〇委託内容
　　・ライター、カメラマンによる記事の企画、調査、取材、撮影、編集
　　・ＷｅｂサイトやＳＮＳを活用し、各媒体の特性に応じた情報発信

　〇コンテンツの制作時期
　　Ｒ2.10～Ｒ3.9（予定）：通年のコンテンツを制作

　〇ＨＰ、ＳＮＳでの情報発信時期
　　ＨＰリニューアル時（令和3年3月予定。以降、随時情報更新）

　〇コンテンツ数
　　約100コンテンツ

　〇情報の連携
　　観光協会や移住定住のＨＰ等とリンクし、情報拡大を期待

みやづへの人の流れをつくる

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

900 0

国 900

ビジョン
重点戦略

　

総合戦略
政　　策

期　待
される
効果等

担当部署 7

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
「新しい働き方」に向けた環境づくり
（“新しい働き方”テレワーク環境整備事業）

新規 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

・新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐため、「新しい生活様式」を積極的に取り
入れることが求められている。
・テレワークが普及し、住みやすく良い環境で暮らしながら仕事をする新たな働き方
の定着を進めていく必要がある。

900

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

900
地方創生臨時交付金

補正理由
及び

目的･目標

　市内事業者をはじめ、市民団体や学生などが、市内で気軽にテレワークやオンライ
ン会議などができる環境を整備し、働き方の新しいスタイルの定着を図る。

(参考)前年度決算額

―

定住促進戦略

・新しい働き方の推進

企画財政部　企画課
定住・空家対策係

 45-1607

事業概要

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備■テレワーク等の環境整備　900千円

　福祉・教育総合プラザ内にインターネット環境とオンライン会議用のモニター等を
整備し、市内事業者や、市民団体、学生などが気軽に会議などに使えるテレワーク環
境を提供する。

〈整備場所〉　福祉・教育総合プラザ　第１・第２・第３コミュニティルーム

〈整備内容〉・オンライン会議用モニターの設置
　　　　　　・Ｗｅｂカメラ、マイク、スピーカー、接続ケーブル、無線ルーター等
　　　　　　　の付属品一式

　※オンライン会議用設備の使用料は、現行のプラザ使用料に含む。
　※利用者が持参する端末等からインターネットへ接続する。
   （Wi-Fiでのインターネット接続が可能）

みやづへの人の流れをつくる

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

9,300 0

国 9,300

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

期　待
される
効果等

担当部署 8

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
地図情報システムの整備
（賦課徴収事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

・H4　固定資産税地図情報システムの整備（宅地・雑種地区域）
・H26　統合型ＧＩＳによる地図情報システム運用開始
・国において、アフターコロナを見据えた「新しい生活様式」の一つとして、「行政
　ＩＴ化」が示された。本市においても行政事務のデジタル・ＩＴ化による事務の迅
　速化・省力化が必要。

9,300

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

18,951
地方創生臨時交付金

補正理由
及び

目的･目標

　山林以外の全ての土地情報を閲覧可能な地図情報システムを整備することで、業務
の効率化を図る。

(参考)前年度決算額

13,788

─

　市内に存する土地（山林以外）の地図のデジタル化完了
により、固定資産税課税事務の効率化を図るとともに、他
部局等においても地図情報システムを活用することによ
り、業務の迅速化・効率化が可能となり、市民（土地所有者
等）への行政サービス向上に繋がる。

市民部　税務・国保課
税務係

 45-1612

事業概要

ビジョン
基本施策 ─■固定資産地図情報システムの整備　9,300千円

　　宅地及び雑種地に係る所有者等の登記情報が閲覧可能な現システムに、農地に係
　る登記情報を追加することで、山林以外の全ての土地に係る登記情報が閲覧可能な
　地図情報システムを整備する。

　[実現できる機能]
　・山林以外の全ての土地情報の地図及び航空写真上での可視化
　・庁内での地図情報の共有（他の住民サービスでの活用や業務効率化につなげる）

　活用例
　・空家の所在確認の迅速化
　・土地所有者からの問合せに対する対応の迅速化

─

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

4,000 2,000

市債 22,300

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

H27 H27～R2

H27 H28～R2

H29  H29～

R元 R2～R6

期　待
される
効果等

担当部署 9

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
幼稚園給食の導入に向けて
（学校給食運営事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

第１期宮津市子ども･子育て支援事業計画(H27.2)、宮津市教育振興計画(H28.3)、
学校施設整備年次計画(H29.8)等に基づく学校教育環境の整備･充実
・H28.4～：幼稚園教育･保育の充実（３年教育の実施、一時預かり事業の開始)
・H30.8～：ｾﾝﾀｰ方式給食開始（中学校給食の開始、４小学校ｾﾝﾀｰ方式給食へ移行）
・R元.10～：幼児教育･保育の無償化

28,300 22,300

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

29,800 府
子育てにやさしいまちづくり
モデル事業交付金

4,000

補正理由
及び

目的･目標

・令和３年４月からの幼稚園給食開始に向けて必要な準備を進め、就学前の教育･
　保育環境の充実、保幼小中で一貫した食育の推進等を図る。
・京都府｢子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金｣の内示

(参考)前年度決算額 過疎対策事業債

－

定住促進戦略

事業概要

ビジョン
基本施策 教育の充実と人材育成■令和３年度からの幼稚園給食開始に向けた配膳室整備等　28,300千円

　　市立２幼稚園での令和３年４月からの給食(センター方式給食)開始に
　向け、給食配膳室等を整備するとともに、給食用備品を購入するもの。

　○給食配膳室等の整備　22,300千円

　
　

　○給食用備品の購入　6,000千円
　　・食缶、食器、配膳台、牛乳用保冷庫等

 
【参考】
　◆幼稚園園児数等（令和２年度１学期末時点）
　　・２園計：45人（園児：32人、教員等：13人）
　◆センター方式給食の現況（令和２年度１学期末時点）
　　・全６校（小学校４校、中学校２校）
　　　計：1,160人（児童生徒：940人、教員等：220人）

若い世代の結婚･出産･子育ての希望をかなえる

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

宮津市教育大綱

宮津市教育振興計画

学校施設整備年次計画

第２期宮津市子ども･子育て支援事業計画

みんなで育み みんなが育まれるまち みやづの実現
・就学前の教育･保育環境の充実
・子育てや教育･保育にかかる費用負担の軽減

教育委員会事務局
学校教育課 学校給食･施設係

45-1662

宮津幼稚園 幼稚園内の空き教室を活用した給食配膳室の整備

栗田幼稚園
同じ敷地内にある栗田小学校の特別教室を幼稚園用
ランチルームとしても利用できるように改修

（幼稚園給食のイメージ）
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図書館管理運営事業
子育て支援センターと図書館の一体的運営の充実を目指し、新規図
書の購入、移動図書館車の運営等を実施

当初 24,132 5,882 3,917 1,965

地域子育て支援事業
子育て世代の交流促進や子育て情報の発信に向けた取り組みを実
施

9月補正 1,000 1,000 666 334

教育委員会事務局経費 当初 17,630 3,977 2,651 1,326

教育支援センター事業 当初 4,221 4,221 2,814 1,407

小中一貫教育推進事業 学力サポートコーディネーターによる算数・数学の指導力向上 当初 11,289 1,598 1,065 533

小学校管理・教育振興事業 当初 126,217 517 344 173

中学校管理・教育振興事業 当初 47,806 1,086 724 362

シティプロモーション事業
シビックプライドの醸成や多世代情報発信力の強化を図るため、シ
ティプロモーション戦略の構築及び市ＨＰのリニューアルを実施

当初 10,000 10,000 6,666 3,334

まちづくり応援事業
市民との協働の核となる地域会議の活動を支援や市民・地域の協
働のまちづくり活動を促進する。

当初 10,200 3,900 2,600 1,300

学校給食における食育・給食指導の実施 当初 209,895 449 299 150

令和3年度からの幼稚園給食開始に向けた準備
（給食用備品の購入）

9月補正 28,300 6,000 4,000 2,000

男女共同参画推進事業
子育てにやさしい「職場づくり行動」運動の展開に向けてワークライフ
バランス講演会を実施

9月補正 500 500 333 167

491,190 39,130 26,079 0 0 0 13,051

10

一般財源

■ 子育て世代へのサポート強化

■ 就学前から高校までの一貫した教育・子育て支援

■ 地域等との連携・参画

学校給食運営事業

合　　　計

いじめ問題への迅速な対応と不登校児童生徒への支援（教育相談
室「こころのまど」、適応指導教室「こころのひろば」の運営）など

語彙力向上を目指す「漢字能力検定」の活用
　（小4、小6、中2で全員受験）
英語力を高める「英語検定」の活用
　（中1、中3で全員受験）

子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金事業について

事　業　名 対象事業の内容 予算区分 事業費 うち
対象事業費

交付金
国府

支出金
地方債 その他

■ 京都府子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金の制度について（令和2年度創設）
安心して子どもを産み育て、子どもが健やかに育つことができるよう、地域全体で子育てしやすいまちづくりに取り組む市町村を、ハード・ソフトの両面から包括的に支援する交付

金制度（補助率2/3、上限30,000千円）

■ 宮津市のプロジェクトの概要（交付決定額：26,079千円）
若者が帰る(住みやすい)まちづくりのために、「子育て世代のサポート強化」「就学前から高校までの一貫した子育て強化」「地域等との連携推進」を柱に、「にっこりあ」の機能

拡充等による子育て世代のサポート強化、小中一貫教育「学院制」の強みを活かした保幼小中高連携や地元との交流、郷土教育の推進による郷土愛の醸成、学力向上等に取り組むこと
で、子どもと親世代の双方にアプローチし、若者の地元定着や家族世帯の移住・定住を目指す。
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

333 167

府 333

ビジョン
重点戦略

ビジョン
基本施策

H27 H28～R7

H27 H28～R2

H28 H29～R8

期　待
される
効果等

担当部署 11

(参考)前年度決算額

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
子育てしやすい環境づくりの推進
　（男女共同参画推進事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

362

補正理由
及び

目的･目標

　仕事と子育ての両立ができる地域づくりのため、ワーク・ライフ・バランスの講演
会を開催し、企業等の意識改革を図る。
・京都府「子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金」の内示

定住促進戦略

教育の充実と人材育成

背景･経緯

・H11. ：男女共同参画社会基本法の公布・施行
・H13. ：配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）
      　 の公布・施行
・H14. ：宮津市男女共同参画基本計画-新ウインドプラン21-策定（H24.3期間満了）
・H27. ：女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）の公
　　　　 布・施行
・H29.3：宮津市男女共同参画基本計画～ウインドプラン2017～策定（H29～H38）
・R元.9：京都府子育て環境日本一推進戦略策定

500

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

963
子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金

市民部　市民課
人権啓発係

 45-1615

総合戦略
政　　策 若い世代の結婚･出産･子育ての希望をかなえる

事業概要

■ワーク・ライフ・バランス講演会の開催　500千円
　京都府子育て環境日本一推進戦略に呼応し、子育てにやさしい「職場づくり行動」
運動の展開に向けて、企業経営者等を対象としたワーク・ライフ・バランス講演会を
開催。

１　講演内容　　ワーク・ライフバランスの推進

２　対象者　　　企業経営者等

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

宮津市人権教育・啓発推進計画（第2次）

女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画

宮津市男女共同参画基本計画

　男女が仕事、生活のあらゆる分野でいきいきと活躍で
き、仕事と生活の調和のとれる社会の実現による子育てし
やすい環境の向上。
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

666 334

府 666

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

R1 R2～R6

期　待
される
効果等

担当部署 12

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
子育ての輪づくり支援
（地域子育て支援事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

・H29.11:宮津阪急ビル内に子育て支援センター「にっこりあ」を開設、利用者支援
　事業を開始。
・R2.4:会員同士が相互に子育ての援助活動を行うファミリー・サポート・センター
　事業の預かり場所に「にっこりあ」等を活用できるよう制度改正するほか、ベビー
　マッサージ等の乳児向け事業を拡充。

1,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

17,418
子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金

補正理由
及び

目的･目標

　子どもを育てることに楽しさを感じられる環境づくり及び地域ぐるみでの子育て支
援をより積極的に推進するため、子育て支援センター「にっこりあ」を中心として、
保護者同士の交流を促進し、地域の子育て支援の核となる人材の育成につなげる。
・京都府「子育てにやさしいまちづくりモデル事業交付金」の内示

(参考)前年度決算額

14,458

定住促進戦略

みんなで育み、みんなが育まれるまち、みやづの実現
・地域ぐるみでの子育て支援の推進
・地域の子育て支援の核となる人材の育成

健康福祉部　社会福祉課
子育て支援係

 45-1621

事業概要

ビジョン
基本施策 健康増進と福祉の推進■子育ての輪づくり支援事業　1,000千円

　○子育て世代の交流促進・人材育成　500千円
　　講演会や交流ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等をとおして、子育て世代のﾈｯﾄﾜｰｸ形成を促進するとともに、
　　将来に向けた子育てNPO等の担い手を育成する
　　（講演会/交流WS等300千円、遊具購入等200千円）
　○SNS等を活用した情報発信　500千円
　　日常の子育てを楽しく発信する『おやこライター』養成講座の開催、LINEアプリ等を
　　活用した子育て応援情報の発信を強化する
　　（写真/ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ講座200千円、発信ｺﾝﾃﾝﾂ作成支援業務委託300千円）
　

　
　

 

若い世代の結婚･出産･子育ての希望をかなえる

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

第2期宮津市子ども・子育て支援事業計画

子育て支援センター
にっこりあ

★子育て中のパパママ、子育てが一段

落した先輩世代、支援スタッフ等を対象

に、近隣市町で活躍する子育てNPOによ

る講演会や交流WS等を開催し、子育て

支援のノウハウを学ぶ

★交流WS等で知り合った親子同士

や先輩パパママが気軽に集まり情報

交換等を行なう『にっこりあカフェ』を

定期開催し、サークル等の仲間づくり

につなげる

★子育てサークルや組織づくりの

ノウハウや情報提供など、にっこっ

りあスタッフが伴奏型でサークル立

上げを支援し活動をサポートする

★活動場所の提供や玩具貸出、ス

タッフ派遣やイベント・広報支援な

ど、市民同士の子育て支援活動を

継続的に支援し、将来に向けた子

育てNPO等の担い手を育成する

①講演会・交流
WSの開催

②仲間づくり応援

③サークル立上げ
支援・情報提供

④活動支援
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

1,400

ビジョン
重点戦略

総合戦略
政　　策

期　待
される
効果等

担当部署 14

■市民参加の状況
　・地域住民の代表、事業者等で構成する。地域公共交通会議にお
  　いて、ダイヤ、運賃、路線等について協議
　・住民主体による公共交通空白地有償運送を実施。
■期待される効果
　・買物通院等移動の確保
　・利用者拡大による健全な公共交通の維持
[宮津市まち・ひと・しごと創生総合戦略ＫＰＩ]
　①200円バス利用者数　Ｒ2：35万人（R1：34万人）
　②公共交通空白地　Ｒ2：0集落（R1：4集落）

企画財政部企画課
企画政策係

 45-1664

事業概要

ビジョン
基本施策 暮らしの基盤の整備■公共交通空白地対応（由良）　815千円

　令和２年10月から由良地区で開始される公共交通空白地有償運送事業を支援

■公共交通空白地対応（栗田(新宮～島陰方面)）　585千円
　令和２年10月から枝線バスの代替えとして、栗田地区（新宮～島陰方面）において、
既存タクシーを活用し、対象エリアから近隣の交通結節点までを200円で結ぶ「200円タ
クシー」による輸送サービスを実施
　〇タクシー運行業務等（日本交通㈱宮津営業所への委託料）
　　※「200円タクシー」
　　　・対象エリア：新宮、脇、中津、小田宿野、島陰、銀丘、鏡ヶ浦自治会
　　　・近隣の交通結節点：京都丹後鉄道栗田駅又は獅子バス停留所(観光路線バス)
　　　・運賃：１乗車あたり200円

【参考】
　〇枝線廃止に伴う代替手段に関する地域の状況

　

時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、
地域と地域を連携する

【みやづビジョン2011･まち･ひと･しごと創生総合戦略以外の計画】 

補正理由
及び

目的･目標

　交通弱者を中心とした地域住民の移動手段を確保するため、由良地区においては、10
月から開始される公共交通空白地有償運送事業への支援、栗田地区においては、タク
シーによる輸送サービス（200円タクシー）を行うもの。

(参考)前年度決算額

740

定住促進戦略

背景･経緯

・H29.10 宮津与謝エリア上限200円バス本運行開始
・H30.10 丹後海陸交通㈱から、運転手不足のため枝線6路線からの運行撤退の申入れ
・H31.4　スクールバス一般混乗型運行路線、枝線6路線の再編を行い運行
・R1.7　 R2以降の移動手段確保に向け、住民全体の公共交通空白地有償運送の協議
・R2.4　 上宮津線、養老線、日ヶ谷線を廃止。新たに地域主体による運行を開始

1,400

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

9,706

令和2年9月定例会　　　　　令和2年度9月補正予算　事業等説明資料【一般会計(第7号)】

事業名
地域生活を支える交通対策
（公共交通空白地有償運送支援事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

上宮津 上宮津有償運送運営協議会が公共交通空白地有償運送（区域運行デマンド型）を実施

養老･日ヶ谷 橋北移送サービス運営協議会が公共交通空白地有償運送（ドアtoドアデマンド型）を実施

由良 由良有償運送運営協議会が公共交通空白地有償運送（区域運行デマンド型）を実施

栗田
・(獅子～田井方面) 現行の田井線を観光路線バスとして再編
・(新宮～島陰方面) バス路線を廃止し、タクシー輸送(200円タクシー）を実施

世屋 再編に向け調整中（世屋自治連等と調整中）

R2.4.1
運行開始

R2.10.1
運行開始予定
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 ■４月の定期人事異動などによるもの。

(単位:千円)

R2 R2

現計予算 補正予算後 会計間異動 退職・採用
昇格・育児休業

その他

議 員 (13人) 報　酬 55,800 55,804 4 4

手　当 18,182 18,182 0 0

共済費 19,511 19,511 0 0

計 93,493 93,497 4 0 0 4

(3人) 給料 21,984 21,984 0 0

手　当 18,399 18,399 0 0

共済費 6,450 6,482 32 32

計 46,833 46,865 32 0 0 32

その他の特別職 (1,030人) 計 56,878 56,878 0 0

一般職 189人 給料 738,873 742,662 3,789 10,689 △ 4,824 △ 2,076

↓　 手当等 544,008 549,567 5,559 6,535 △ 2,734 1,758

190人 共済費 287,394 288,462 1,068 4,113 △ 1,404 △ 1,641

計 1,570,275 1,580,691 10,416 21,337 △ 8,962 △ 1,959

会計年度任用職員 （170人）→（174人） 計 217,268 226,884 9,616 9,616

1,984,747 2,004,815 20,068 21,337 △ 8,962 7,693

28人 計 286,180 268,653 △ 17,527 △ 21,337 0 3,810

218人 計 2,270,927 2,273,468 2,541 0 △ 8,962 11,503

※上記の予算額には、定数外再任用職員分(６人)を含み、児童手当･互助会補助金･賞与引当金は含んでいない。 23

令和２年度９月補正予算　人件費について

人　員 費　目 増減

増減の要因

一
　
般
　
会
　
計

特別職
（長等）

一　般　会　計　　合　計

特別会計等合計

全会計合計 220人→

31人→
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